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スライド１：F04多様な人と地域で暮らす
三谷雅純 

 元来、地域にはいろいろな人が暮らすことが自然です。赤ん坊や老

人、妊産婦、障害のある人、障害のない人、さまざまな民族などです。

多様性は生き方や生活の仕方、場合によっては宗教までが変わって

きます。その多様な人びとが仲良く暮らすのに、何か良い方法がある

のでしょうか？ 重度身体障害者で研究者の立場から、講師が科学

的に考え、参加者と共にその方法を探ります。 

今回はことばの不自由な方、聞くことに困難のある方を取り上げ、

障害の生物学的な背景や、障害の社会的意味づけを考えます。聴覚失

認者、自閉スペクトラム症者、認知症者といった方がたが、社会で、

あるいは家庭でどう過ごすのかを考えることができればと思ってい

ます。 

スライド２：自己紹介

スライド３：「ことばの不自由な方、聞くことに困難のある方」とは？

耳の悪い「聴覚障害者＝ろう者、盲ろう者、難聴者、中途失聴者、

老齢難聴者など」も大変ですが、ここでは、あまり実態がよく知られ

ていない「聴覚失認者」を取り上げます。 
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 聴覚失認者とは、「耳の機能は問題が ないのに、音が脳に届いた

後、脳内で音が認知できない人」のことを言います。 

 

 自閉スペクトラム症者の一部、認知症者の一部、高次脳機能障害者

の一部が知られています。 

 

スライド４：厚生労働省の障害者への支援方針は 

 かつては『建物や乗り物の物理的な障壁をなくす「バリアフリー」

が主な目標だったが、現在は、コミュニケーション支援、情報アクセ

シビリティ支援、「こころのバリアフリー」支援（＝モラルの問題？）

にシフト』している。 

 

 「コミュニケーション支援」の内、「要約筆記」は皆さんのお手元

にある、まさにこの文書がそうです。盲ろう者への「触手話」は，今

からスライドでお目に かけます。重度身体障害者が使う「コミュニ

ケーション・ボード」は、分かりやすい ものが ありましたが、複雑

なこと までは 言えません。 

 

スライド５：盲ろう者とのコミュニケーションに使う触手話（ビデオ） 

 

スライド６：聴覚失認者は何故か取り上げられない 

◎聴覚失認者の反応のようすが、十分に分かっていない。 

◎失語症者に対する「意思疎通支援者」制度ができているが、賃金や

労働制度の整備、人員の確保が不十分 
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  ← 手話通訳士や要約筆記技術者も同じ 

◎脳内言語の挙動が、科学的には、十分には分かっていない。 

  ← まだ研究段階。 

 

スライド７：取り上げる人びとは？ 

 自閉スペクトラム症者と高次脳機能障害者（失語症がよく知られ

ている） 

 

 自己紹介でも説明しましたが、わたし自身が発達障害の一種であ

る学習障害者で、脳塞栓症のダメージで高次脳機能障害があります。 

 

スライド８：典型的な３種の発達障害 

 自閉スペクトラム症（ASD）、学習障害（LD）、注意欠損・多動

性障害（ADHD）は「教育現場で（教師から）嫌がられる〈障害〉」

の典型例。しかし発達障害は、いずれも研究者によく ある個性だし、

東アジアの国ぐには、その特性を生かしていない。 

 

スライド９：昔の理解と、現在の理解（DSM‒5（2013） による理

解） 

 昔は、クラスの中に学習障害の子が何人かいて、自閉症の子がいて、

中に飛び抜けて勉強ができる くせに、社会性がないアスペルガーの

子が たまに いる、という理解。 

 

 現在は、人は例外なく「自閉症関連遺伝子」を持っている。その程
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度が、人によって弱い人と強い人がいて、弱い人から強い人までは、

ちょうど「虹の七色」と同じようにスペクトル（＝連続した変異）を

描く。 

 

スライド１０：自閉スペクトラム症の典型的な徴候 

A. 社会的コミュニケーションと対人関係を築くのが困難 

B. 行動、興味の対象、動作のパターンが限られていて、それを繰り

返す 

C. 味覚、嗅覚、触覚などの身体感覚が非常に鋭い、または鈍い 

 

Aと Bは、これまでもしばしば言及されてきたことです。しかし、C

は、あまり言及されたことがなく、知らない人が多いにも係わらず、

自閉スペクトラム症者を大いに苦しめます。これを感覚過敏とか、感

覚鈍磨と呼びます。感覚鈍磨の中に聴覚鈍麻があり、聴覚失認と同じ

ような症状が見られます。 

 

 ここでは感覚過敏と感覚鈍磨をあつかいます。 

 

スライド１１：Can you make it to the end? 

 

スライド１２：Autism TMI Virtual Reality Experience（＝ 

Autism, too much information自閉症：仮想現実の情報が多過ぎて

混乱した経験） 

https://www.youtube.com/watch?v=aPknwW8mPAM
https://www.youtube.com/watch?v=DgDR_gYk_a8
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スライド１３：Carly's Café - Experience Autism Through Carly's 

Eyes（カーリーの目を通して見た自閉症者の経験） 
 
スライド１４：自閉スペクトラム症は 

 発達凸凹（でこぼこ）＋適応障害＝発達障害（杉山登志郎『発達障

害のいま』（講談社現代新書）） 
 
つまり、「発達凸凹（でこぼこ）はヒトが本来持っている個性であり、

「ヒトとしての多様性のひとつ」にすぎない。それが、社会的な価値

観のかたより（偏り）や いじめ、虐待（ぎゃくたい）によって、新

しく発達障害が作られていく」と主張する 。 
 
スライド１５：社会のあり方で障害の基準は変わる 

 多くの遺伝子はひとつの遺伝子で性質が決まることは稀で、普通

は多因子である。その上、「自閉症」の場合は「自閉症関連遺伝子」

は多数ある。 
 
 多因子であれば、「関連遺伝子」の数が多ければ多いほど症状が重

くなる。民族の文化や生業形態によって、ある状態を「障害」と見る

か「健常」と見るかは違う。 
 
スライド１６：エピジェネティックス 

 なかなか解明できないのは、自閉症がエピジェネティックスによ

って起こったり、起こらなかったりすることがある。 
 

https://www.youtube.com/watch?v=KmDGvquzn2k
https://www.youtube.com/watch?v=KmDGvquzn2k
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スライド１７：生物学的な事実と医療行政・教育行政 

 しかし、そんなことを言ったって、「あの人は自閉症なので特別支

援学校に行き、病院にもかかった方が生活が楽になるが、別の人は

「変な人」だが普通学級で十分で、病院にかかる必要はない」という

ことは当たり前のこと。ここには「生物学的な事実」と「行政の課題」

の混乱がある。 
 
◎生物学的には「誰でも自閉スペクトラム症」である。 

◎行政は税金という「富の再分配」を図る重要な役目がある。 

◎医療行政・教育行政は、誰に「富の再分配」をするのかを決めない

といけない。大抵の人は、この行政の役目と生物学的な事実を混同し、

考え方が混乱している。 

◎東アジアのような同調圧力の強い地域（＝皆が非障害者でない振

りをする地域）では自閉スペクトラム症者は無理をしがち。 
 
スライド１８：サイモンズ財団  Simons Foundation Autism 

Research Initiative: SFARI のデータベース 

 参考までに、現在、明らかになっている自閉症関連遺伝子は、89 

genes (June 20, 2019)ある。今後、もっと数多くの遺伝子と自閉症

の関係が分かるだろう。 
 
 
スライド１９：大脳皮質の働きは場所によって違う 

 それぞれの場所で個別の働きがあるが、今の「聴覚失認」という話

題に関係あるのが、〈ことば〉の入力に関係する 
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「聴覚野」 

「感覚性言語野＝ウェルニッケ中枢、ウェルニッケ野」 

「視覚性言語野」 

と、〈ことば〉の出力に関係する 

「運動野」 

「運動性言語野＝ブローカ中枢、ブローカ野」 

である。 
 
 面白いのは脳の後ろ半分が「入力系」、前半分が「出力系」である

ことだ。 
 
スライド２０：高次脳機能障害者、特に失語症者 

 高次脳機能障害者、特に失語症者はウェルニッケ野かブローカ野

にダメージを受けていることが多い。 
 
ウェルニッケ野の損傷：聞こえる音の意味がわからない。「て」「ん」

「き」という音は聞こえるが、その音が「天気」に結び着かない。「天

気」という単語と、その「抽象性」や「象徴性」が途切れている状態

である。三谷が実験している聴覚失認は、こちら。 
 
ブローカ野の損傷：脳内言語で〈リンゴ〉と言おうと思ったが、口や

喉の筋肉を使って物理的に「リ」「ン」「ゴ」と言えない状態。 
 
物事が言えないと、何を言いたかったのかを忘れてしまうので、当人

は気持ちが悪い（三谷の個人的経験）。 
 



 多様な人と地域で暮らす 2019  

8 
 

スライド２１：緊急災害情報があっても正確にわからない？ 

 聴覚失認者がいちばん困るのは、一人でいる時に緊急災害情報が

流れた時だと思う。 
 
 例えば「南海トラフ地震」の発生を伝える緊急災害情報が、テレビ

から流れてきたとしよう。今、「南海トラフ地震」という大変な地震

が起き、１時間後に津波が来る。その時、テレビではアナウンサーが

地震の発生を伝えているのは言語音がわからなくても理解できるが、

はたして 
 
「地震直後は慌てると、かえって危険だから、家にいる人は様子を外

に出ないで下さい」 
 
と言っているのか、 
 
「津波で危険だから、今すぐ高い場所に逃げて下さい」 
 
と言っているのかは正反対だ。聴覚失認者にも言葉が認知できるこ

とは重要だ。これは、まだ日本語に慣れていない外国人や帰国子女に

も言える。 
 
スライド２２：地震・津波情報 

 テレビの緊急災害情報のイメージ 

◎画像が入る。 

◎言語音で情報が伝わる。 

◎簡単な文字情報が入る。 
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スライド２３：聴覚失認者に聞こえるかどうか、放送音を変えてみる 

 肉声（女性），フォルマント合成音声（女声・ロボットの声），波形

接続型合成音声（女声・初音ミクのような声）で同じフレーズを流し

た。 
 
スライド２４：女性肉声，フォルマント合成音声，波動接続型合成音

声 

 聴覚認知の悪い人ではフォルマント合成音声は聞こえず、女性肉

声の録音が一番よく聞こえた。 
 
スライド２５：多感覚統合は日常のコミュニケーションに見られる 

 日常のコミュニケーションは話し言葉が主要なものに思えますが、

コミュニケーション行動は聴覚だけでなく、視覚や触覚、嗅覚など、

五感を全て使って行います。 
 
スライド２６：生きた人と対面するとどうなるか？ 

そのことが、実際に生きた人間と対面でコミュニケーションして

みると実感できます。三谷が「わたしの声は聞こえますか？」と問う

と、聴覚失認者も含めてほとんどの被験者（＝実験を受けている人）

が、「聞こえる」「理解できる」と答えます。 
 
 しかし、同じ肉声でも録音では表情や唇の動き、全体の雰囲気など

の情報がないため、成績が下がります。 
 
スライド２７：「大雨・洪水警報」 
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 実際にはテレビの画面に文字情報が有ったとしても、表音文字（＝

平仮名や片仮名）が多いと、高次脳機能障害者の認知は落ちることが

わかっています。そこで、今、喋っていることを視覚情報で示すよう

に工夫されたマルティメディア DAISYで、生きた人が喋ってみれば

どれだけ分かるだろうとテストしてみました。 
 
 １７名中、１２名の中・重度障害者が「わかる」と答えた（三谷, 

2015） 
 
スライド２８：三谷 (2018) の「言語音が分かるか」という問い 

 三谷（2015）などを受けて、男女のアナウンサー４名に、男女の

比較、「棒読み」と「わざとアクセントを強調した読み」、「棒読み」

と「チャイムを添えた棒読み」などを喋ってもらい、ではどんな言い

方が分かりやすいかを確かめてみた。 
 
 その内、棒読み」と「チャイムを添えた棒読み」で面白いことが分

かり、「NHK 緊急地震速報の報知音」を添えた場合に、聴覚失認者

には「チャイムの効き目がない」ことが分かった。 
 
スライド２９：言語音ではなく環境音ではどうか？ 

 チャイムは環境音だが、聴覚失認者には気づけるものと気づけな

いものがあるらしい。 

日本では１０種類程度の緊急災害情報のチャイムが使われている

が、どのチャイムは気づけるか、気づけないかが、見分けられない

か？ 
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スライド３０：チャイムの種類 

 三谷（2019）（福祉のまちづくり研究）では、９種類の緊急災害情

報を示すチャイムと、比較のために「チベット・ベルの音」と「川の

せせらぎ」を示す静かな人工音を試してもらった。 
 
 今はチャイムの有効性を調べるためだから、聴覚失認者の苦手な

言語音ではなく、トランプの柄と記号としてのアルファベットを憶

えること、それに一桁の足し算・引き算を課題にした。 
 
スライド３１：被験者３グループの間で有意さが見られたチャイム

（Kruskal-Wallis test） 

 すると、課題の負担が軽ければ、どのチャイムでもトランプの柄と

記号としてのアルファベットを憶えておけたが、一桁の足し算・引き

算を加えて負担を重くすると、途端に間違いが出てきた。 
 
 中でも、「半鐘の音」「緊急地震速報 REIC」「パトロールカーのサ

イレン」は非障害者、軽度障害者、中・重度障害者の間に有意差が見

られた。 
 
そこで、どの組み合わせが、一番有意差が大きいのかを Mann-

Whitney testによる多重検定で調べると、「半鐘の音」「au 災害・避

難情報 緊急速報」「緊急地震速報 REIC」「踏切の警報音」「学校のチ

ャイム」「パトロールカーのサイレン」 (< .01) は非障がい者に比べ

て、中・重度障がい者の正解率が有意に低かった。 
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スライド３２：より厳しい条件では？ チャイムがなければ？ 

 課題を「トランプの柄と記号としてのアルファベット、一桁の足し

算・引き算」から、より条件の厳しい「言語音」にすると どうなる

か？（分析中） 

チャイムがない条件で、「言語音」で出した課題をクリアーできる

か？（実験準備中） 
 
スライド３３：現代の日本社会は自閉スペクトラム症者や高次脳機

能障害者をどう扱っているか？ 

◎理念的には「すべての人は平等に人権を持つ」のだから、自閉ス

ペクトラム症でも、高次脳機能障害でも関係ないはず。 

◎「地域に生きる場所を作ろう」とか「障害者が働けるようにしよ

う」などは、一面で上記理念の具体化だが、もう一方では「社会の経

済的負担を軽くしよう」（＝面倒を地域の人に無料でみてもらおう）

という側面もあるはず。 

◎理念と現実に矛盾があるのではないか？ 

◎解決策は、日本の、東アジアの、あるいは現代社会の歴史性や民

族的背景、経済的レベルと教育の到達点、性や年齢、宗教を尊重した

上で、具体的に考えてみなければいけない。 
 
スライド３４：三谷の個人的な意見 

◎人間の多様性を尊重する。 

◎不適切でない限り、さまざまな経済行為を互いに認め合う。 

◎制度や法律を常に見直す。 
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多様な人と地域で暮らす

兵庫県立大学

／人と自然の博物館

コミュニケーション・デザイン研究グループ

三谷雅純
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自己紹介
○ 霊長類学，人類学の研究者です。熱帯林、特にアフリカ
やインドネシアの熱帯林とインクルーシブ教育を研究してい
ます。

○ 2002年04月23日に，脳血管に血栓が詰まる脳塞栓症
（のう・そくせん・しょう）（脳梗塞の一種）になりました。

○身体障害者２級（重度障害者）です。

○両手利きの学習障害者です。
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「ことばの不自由な方、聞くことに困難のある方」とは？

•聴覚障害者：感覚器官である耳に障害のある人。ろ
う者、難聴者、中途失聴者、加齢による老齢難聴者
がいる。

•聴覚失認者：脳に届いた音を脳内言語に変換した後
の障害。しゃべり言葉の音と「意味のある言葉でない
音」（例えば時計のチクタク）の聞こえない場合がある
が、ここでは主に言語音を問題にする。発達障害者、
特に自閉スペクトラム症者の一部、認知症者の一部、
高次脳機能障害者（失語症者）の一部。

2019/12/08 多様な⼈と地域で暮らす 3

厚生労働省の障害者への支援方針は
• 建物や乗り物の物理的なバリアフリーから、コミュニケーション
支援、情報アクセシビリティ支援、「こころのバリアフリー」支援
にシフト

• 「コミュニケーション支援」では、

聴覚障害者：手話通訳、要約筆記

盲ろう者：触手話、指点字

視覚障害者：代読、代筆

知的障害者や発達障害者：コミュニケーション支援

重度身体障害者：コミュニケーション・ボード

2019/12/08 多様な⼈と地域で暮らす 4
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聴覚失認者は何故か取り上げられない

• 聴覚失認者の反応のようすが、十分に分かっていない。

• 失語症者に対する「意思疎通支援者」制度ができているが、
賃金や労働制度の整備、人員の確保が不十分

← 手話通訳士や要約筆記技術者も同じ

• 脳内言語の挙動が、科学的には、十分には分かっていない。

← まだ研究段階ということだと思う。
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取り上げる人びとは？

自閉スペクトラム症者、
高次脳機能障害者
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典型的な３種の
発達障害
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杉山登志郎『発達障害のいま』（講談社現代新書）

つまり、一般人も
自閉症者も、ゆ
るやかにつながっ
ている。

昔の理解と、現在の理解
（DSM‒5（2013） による理解）

American Psychiatric Association：Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders, 
Fifth Edition, DSM‒5. American Psychiatric Association, Washington, D. C., 2013

2019/12/08 多様な⼈と地域で暮らす 9

自閉スペクトラム症の典型的な徴候

• A.社会的コミュニケーションと対⼈関係を築くのが困難：
• 他者と関わるのが苦⼿で、考えや感情の共有が困難
• ⾔葉によらないコミュニケーション（例、アイコンタクトをとる、⾝振り

や顔の表情を理解しまたそれらを⽤いる）が困難
• 対⼈関係を発展させる、維持する、理解するのが困難
• B.⾏動、興味の対象、動作のパターンが限られていて、それを繰り返す：
• 反復動作や復唱
• 頑固にいつもの習慣を守り、変更に抵抗する
• 興味の範囲が⾮常に狭く、それだけに集中する
• 味覚、嗅覚、触覚などの身体感覚が非常に鋭い、または鈍い

MSD Manual による
2019/12/08 多様な⼈と地域で暮らす 10
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Can you make it to the end?
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Autism TMI Virtual Reality Experience
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Carly's Café - Experience Autism Through Carly's Eyes

自閉スペクトラム症は

発達凸凹（でこぼこ）＋適応障害
＝発達障害

杉⼭登志郎『発達障害のいま』（講談社現代新書）

つまり、「発達凸凹（でこぼこ）はヒトが本来持って
いる個性であり、「ヒトとしての多様性のひとつ」に
すぎない。それが、社会的な価値観のかたより（偏
り）や いじめ、虐待（ぎゃくたい）によって、新し
く発達障害が作られていく」 。
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社会のあり方で障害の基準は変わる

社会のあり方で基
準は変わる

杉山登志郎『発達障害のいま』（講談社現代新書）
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エピジェネティックス
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生物学的な事実と医療行政・教育行政

◎生物学的には「誰でも自閉スペクトラム症」である。

◎行政は税金という「富の再分配」を図るのが役目

◎医療行政・教育行政は、誰に「富の再分配」をする
のか決めないといけない。

◎東アジアのような同調圧力の強い地域（＝皆が非
障害者でない振りをする地域）では自閉症者は無理
をしがち。

2019/12/08 多様な⼈と地域で暮らす 17

サイモンズ財団 Simons Foundation Autism 
Research Initiative: SFARI のデータベース

⾃閉症関連遺伝⼦ (Autism-related genes): 

89 genes (June 20, 2019) and more 

Https://gene.sfari.org/database/gene-
scoring/
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大脳皮質の各おのの働きは場所によって違う

2019/12/08 多様な⼈と地域で暮らす 19

高次脳機能障害者、特に失語症者
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緊急災害情報があっても正確にわからない？
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地震・津波情報
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聴覚失認者に聞こえるかどうか、
放送音を変えてみる

多様な⼈と地域で暮らす 23

ソナグラムで表した⾳声．〈しろくまくんは ちいさい けれど〉と
いうフレーズの，それぞれ⾁声（⼥性），フォルマント合成⾳声（⼥
声），波形接続型合成⾳声（⼥声）を，左から右に順に⽰した．スペ
クトログラムの帯域は、⼈間の可聴域に合わせた0 kHz から 8 kHz で
ある．三⾕, 2015（⼈と⾃然 Humans and Nature）

2019/12/08

女性肉声，フォルマント合成音声，
波動接続型合成音声

2019/12/08 多様な⼈と地域で暮らす 24

学校唱歌「⾚とんぼ」の出だしの⼀節
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多感覚統合は
日常のコミュニケーションに見られる
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生きた人と対面するとどうなるか？

2019/12/08 多様な⼈と地域で暮らす 26

三⾕, 2015（⼈と⾃然 Humans and Nature）

多感覚統合の効果
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「大雨・洪水警報」
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本⽇、 ⼤阪南部、

⼤和（やまと）川は
警戒⾬量を

深夜、未明から、 奈良県⻄部にかけて
⼤幅に超える ⾬が 降り続いています。

警戒⽔位を超えて
増⽔ しています。
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三谷 (2018) の「言語音が分かるか」という問い

「棒読み」と「棒読みにチャイムを付加した読み」の理解しやすさを⽐較
した結果．棒グラフは，■が「棒読みの⽅が理解しやすかった」，□が
「棒読みにチャイムを付加した読みの⽅が理解しやすかった」と回答した
⼈数を表す．チャイムは「NHK緊急地震速報の報知⾳」．軽度障がい、
中・重度障がいは、⽇常の聞き取りやすさから⾃⼰申告してもらった．
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言語音ではなく環境音ではどうか？
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•チャイムは環境⾳だが、聴覚失認者
には気づけるものと気づけないもの
があるらしい。

•どのチャイムは気づけるか、気づけ
ないかが、⾒分けられないか︖

2019/12/08 多様な⼈と地域で暮らす 30

チャイムの種類
パトカー・サイレン⾳

三⾕（2019）「福祉のまちづくり研究」
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被験者３グループの間で有意さが⾒られた
チャイム（Kruskal-Wallis test）
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パトカー・サイレン⾳

〈 .05
〈 .01

三⾕（2019）「福祉のまちづくり研究」

より厳しい条件では？
チャイムがなければ？

•課題を「トランプの柄と記号としてのアルファ
ベット、一桁の足し算・引き算」から、より条
件の厳しい「言語音」にすると どうなるか？
（分析中）

•チャイムがない条件で、「言語音」で出した
課題をクリアーできるか？（実験準備中）
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現代社会は自閉スペクトラム症者や高次脳
機能障害者をどう扱っているか？

• 理念的には「すべての⼈は平等に⼈権を持つ」のだから、⾃
閉スペクトラム症でも、⾼次脳機能障害でも関係ないはず。

• 「地域に⽣きる場所を作ろう」とか「障害者が働けるように
しよう」などは、⼀⾯で上記理念の具体化だが、もう⼀⽅で
は「社会の経済的負担を軽くしよう」という側⾯もあるはず。

• 理念と現実に⽭盾があるのではないか？
• 解決策は、⽇本の、東アジアの、あるいは現代社会の歴史性

や⺠族的背景、経済的レベルと教育の到達点、性や年齢、宗
教を尊重した上で、具体的に考えてみなければいけない。
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三谷の個人的な意見

•人間の多様性を尊重する。

•不適切でない限り、さまざまな
経済行為を互いに認め合う。

•制度や法律を常に見直す。
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